
地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 東大和店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5 4

事業所等の所在地
T 2 O 7 O O I 6 区市町村名璽東大和市

町名 番 地
以 下

仲原 3-20-8

事業所等の延床面積 難‐49図 1筆兎雫窄蟹覇 薪喬蟹勘年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 園
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 霞圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo‐o258) ① 48 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩ ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④=②+③) ④ 84 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの星[(⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
617.1 kg‐C02/ 江.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量汰L

(t)
⑩梱 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,079.8 45.00 858.6 0‐014 43.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

ー般電気事業者
からの夏電

昼間(8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 i04,740.O 9‐76 1,022.3 0‐382 40.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ OD 9.76 qy oo 0.382 @ 00

合 計 / 凶 1,880.9 //// 題) 83.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,727 ‐O / 0‐200 0.3

公共下水道 □ m3 1,727-O / 0‐450 0.8

合 計 / //// ⑩ 1.1

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑯=(⑫/1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名′ 対策番号 対策名

組織体制の整備
・

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 球温 慶ヒ対 の実 、、況

亜実績年度の目標達成の状況 =ロ 目標達成した。 "

5 提出年度の地
目 標 の 有 無 □ 圏 無

ベンチマーク区分

C02排出量 {延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 荻窪北ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5 5璽

事業所等の所在地
T I 6 7 O O 4 3 区市町村名圏杉並区
町名 番 地
以 下上荻 1-8-8 興和ビル

事業所等の延床面積 賜.oo圏ぜ睡筆現雫寡轡奇蛋題閣圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 醒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 醒圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭xo.o258) ① 68 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑤⑮) ② 115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ 1 t

総 計 (④=②+⑧) ④ 116 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
912.6 kg‐C02 なヱ

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量烈
(t)

⑩堪 )×⑨×‘""12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,872.5 45.00 1,074‐3 0.014 54.4

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 16LO93.O 9.76 1,572 ‐3 0.382 61.5

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 ◎ 00

合 計 ′//′ Q9 2,646.5 ///′W I15‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,354.O / 0.200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,354.O / 0.450 1.I

合 計 / //// ◎ 1‐5

※1電気の使用、水胆及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑩=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑬=(⑫/LOOO)×⑨とす



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

=実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 "

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 秋葉原中央通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5 6

事業所等の所在地
T I O I O O 2 I 区市町村刻千代田区

町名 番地
以 下外神 田4-6-2 いす ビゞル 1・2F

事業所等の延床面積 激‐60同筆筆兎雫辱蓄許婚鷺罷圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4墨連鎖化事業区分 園圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo-o258) ① 69 ki

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② li8 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (◎;⑩)

③ 2 t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 120 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤ヱ②×1000/事業所等の延床面積)

③
576‐7 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩堪 )×⑨×響け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 26,494 ‐1 45.00 1,192.2 0.014 60‐3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐ワ〇 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 152,579 ‐O 9‐76 1.489.2 0‐382 58.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh @ 00 9‐76 qy oo 0‐382 越} 0.O

合 計 / @ 2,681 ‐4 //// 態 1‐18.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,282.3 / 0‐200 0‐7

公共下水道 □ m3 3,282‐3 / 0‐450 1‐5

合 計 / ///′⑩ 2J

※1電気の使用、水道及び工 用水旭の水の 用 ′びに公ハ下z 胆への z に、′つ二 変 灰 コ副
⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×i,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする



4 地球温暖化対策の実施状況

、
′

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

=実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 岨

特記事項に内容を記載



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 蒲田南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5 7

事業所等の所在地
T I 4 4 O O 5 I 区市町村名橿大田区

町名 番 地
以 下西蒲田8-1-6 エノモトビル

事業所等の延床面積 鯛‐71国ゴ唐黍兎雫療泌許婚鷺麗闘・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 胃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4暫連鎖化事業区分園圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 72 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑮) ② 123 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 125 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
765.3 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量汰L

(t)
⑩奄 )×③×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 27,050.9 45.00 L217.3 0‐014 61.6

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L
‐

0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 O □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0‐O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合そ昨;む。) 口 k職 162,020.O 9.76 L581.3 0.382 61.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 0‐0

合 計 / ⑩ 2,798‐6 /′/′⑩ 123.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,276.O / 0‐200 0‐7

公共下水道 □ m3 3,276‐O / 0‐450 1-5

合 計 //// ′/// ⑩ 2ユ

3 二酸化炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への排水に伴う二酸化灰… 出量は
⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

,

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温 、ヒ竜 の

1実績年度の目標達成の状況 ]1□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 保谷店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5 8璽

事業所等の所在地
T I 7 8 O O 6 4 区市町村名冒練馬区

町名 番 地
以 下大泉3-31-21 上野ビル

事業所等の延床面積 m.51図 筆筆現畿窒蟹蟹 蛋鴛囲圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □ 商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 園圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二⑭xo.o258) ① 53 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑮) ② 92 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②+③) ④ 93 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量-(⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
825.O kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太1

(t)
⑩堪 )×⑨×{Mけ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,213.7 45.00 999.6 0‐014 50‐6

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 QO 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 110,734.O 9‐76 1,080.8 0‐382 42‐3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 W OO 0.382 ◎ 00

合 計 / ⑩ 2,080.4 //// ⑩ 92‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,192.O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 2,192.O / 0.450 1.O

合 計 //// //// ⑩ L4

3 ニ ヒ粥 量炊の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への 水に伴っ二 劉 灰 、 里は
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=卿が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo 言
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑯;(⑫ ",000) ×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回 101‐ 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

量実績年度の目標達成の状況 !1□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 初台南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 0 O 5 9

事業所等の所在地
T I 5 I O O 6 I 区市町村名璽渋谷区

町名番 地
以 下

初台 1-37-11 シャトー初台 IF

事業所等の延床面積 崩‐・3同 筆蔓兎隻塑篭績奇薪鷺璽勘年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 閣
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分翼闘 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二@xo.o258) ① 53 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 9O t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③
I t

総 計 (④=◎ト③) ④ 9l t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
666.O kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑧

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/iooo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※L

(t)
⑲巷 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,443.8 45.00 830‐O 0.014 42.O

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買h電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 128,145.3 9‐76 L250.7 0.382 49.O

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh @ 00 9.76 qy oo 0‐382 噂 00

合 計 / q9 2,080 ‐7 //// ⑩ 90.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,976‐O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 1,976.O / 0.450 0.9

合 計 / //′′⑩ 1‐3

※1電気の使用、水道及び工業用水旭の水の使用並びに公共下水胆への に、ラー
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑬=(⑫/LOOO)×⑨とす



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

=実績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 口 有 圏 無

ンク CO9 ・! ‘¥≦(前年度比 %ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 石神井公園店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 0冒

事業所等の所在地
T I 7 7 O O 4 I 区市町村名璽練馬区
町名 番 地
以 下

石神井町 3-19 一 14

事業所等の延床面積 m‐oo国 事筆現畿吃誓 許婚喬彊圏・年度分 □1年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 襲
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯}

③ 1 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 95 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
930.6 kg‐C02/江F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩巻 )×⑨×‘"g12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 23,799.O 45.00 1,071.O 0‐014 54.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 O □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0-O 9‐28 0-O 0.382 0-O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 106,103 ‐O 9.76 1,035.6 0.382 40.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwhl 惣 0‐O 9.76 ⑭ 00 0.382 @ 00

合 計 / ◎ 2,106.5 //// Q9 94.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2フ269‐O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,269.O / 0.450 1.O

合 計 / ′/// ◎ 1.5

※1電気の使用、水道及び工業用水胆の水の使用並びに公共下水胆への z に、′っ二 化
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

塾実績年度の目標達成の状況 1題 目標達成した。 ー1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 武蔵境北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 1掛

事業所等の所在地
T I 8 O O O 2 2 区市町村名璽武蔵野市

町名 番 地
以 下

境2-2-22 ボナールビル IF

事業所等の延床面積 84.・〆睡筆夏雫辱轡許婚鷺閣圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 園他者所有 醒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4檀連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 49 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 84 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③
I t

総 計 (④=◎ト③) ④ 85 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
998.2 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩梱 )×⑨×‘"リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,592.6 45.00 836.7 0.014 42.3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 109,757.O 9.76 1,071‐2 0.382 41.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh @ 00 9.76 W OO 0‐382 @ 0.O

合 計 / 回 i,907.9 //// ◎ 84.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,024‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,024‐O / 0‐450 OS

合 計 / //// ⑩ 1.3

3 二酸ヒ帯素排出量等の内訳

びに公杉、下 z 旭への に、′つ一※ 1電丸の 用、水胆及びエー z 旭の z の 、′びに公′、下 z 旭への

⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO

⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑯;(⑫/LOOO)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 大森西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 2騒

事業所等の所在地
T I 4 3 O O 2 3 区市町村刻大田区

町名 番 地
以 下

山王 2-2-13

事業所等の延床面積 焔‐oo隣睡筆兎畿宅繋零 蛋喬圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 榎
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分璽圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 57 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 99 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑨ 1 t

総 計 (④二②+③) ④ 100 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
562.5 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷L

(t)
⑩巷 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,004‐O 45.00 L080‐2 0.014 54.7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 117,008 ‐O 9‐76 1,142.O 0.382 44.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ 00

合 計 / ◎ 2,222.2 //′/ ◎ 99‐4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,9ワ1.○ / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 1,971‐O / 0.450 0.9

合 計 //// ///′⑩ 1.3

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑲=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫;(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とす



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
↑
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

.

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

醤101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 膿 目標達成した。 =

5 提出年度の地
目 標 の 有 無 口 圏 無

ンク 9 1 季≦(前年度比 %ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 つつじヶ丘店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 3

事業所等の所在地
T I 8 2 O O O 6 区市町村名璽調布市

町名 番地
以 下西つつじヶ丘3-33 一12 タムラ第一ビル IF

事業所等の延床面積 99.・7図 1筆現畿喝蟹蟹 蛋蕎騒圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 閣
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分国圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:⑭xo.o258) ① 53 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 92 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 93 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
927.6 kg‐C02 個F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑧/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大L

(t)
⑩頓 )×⑨×‘"g12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,039 ‐7 45.00 9918 0.014 50.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50-80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0‐O 0.019 0‐O

その他() □ 0.O

その他") □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.0 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間(22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合離封む。) □ k職 111,125 ‐O 9.76 1,084‐6 0.382 42.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 蝦 OQ

合 計 / 妙 2,076 ‐4 ///′⑯ 92‐6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,393.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,393.O / 0.450 1.I

合 計 / ′/// ⑩ 1.6

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への 水に伴う二酸化灰 、 出璽は
⑲=⑥ /LOOO) ×⑨とする。 畳

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 亘
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

勝101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の図 !ゴー□目標達成した。 訓

特記事項に内容を記載



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 ときわ台北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 4

事業所等の所在地
T I 7 4 O O ワ i 区市町村細板橋区

町名 番 地
以 下

常盤台2-6-5

事業所等の延床面積 鵬.90同 筆筆兎雫窄蟹帯 蛋喬掻圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 圃圏 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑪xo-o258) ① 46 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 80 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ O t

総 計 (④=②+③} ④ 80 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
734.6 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

③ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰I

(t)
⑩巷 )×⑨×‘My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ NII13 20,415.7 45‐00 918.7 0.014 46‐5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの国電

昼間 (8時~22 時) □ kV恥 0‐O 9.97 0.O 0-382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0‐O 0‐382 0.O

そのf也の買電 (昼夜間不明の場合を含む,) □ k靴 89,446‐O 9‐76 873.O 0‐382 34.2

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 QP OO 0.382 W OO

合 計 / ⑭ 1,7917 //// ⑩ 80‐7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,521 ‐O / 0‐200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,521.O / 0.450 0-7

合 計 ///′ //// ⑩ 1.0

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積 x事業所等の総稼働時間)/Looo l
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 題 目標達成した。 "

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 市ヶ谷八幡町店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 5冒

事業所等の所在地
T I 6 2 O 8 4 4 区市町村湖新宿区市
町名 番 地
以 下谷八幡町3番地

事業所等の延床面積 服‐o ゴ度筆兎畿喝繋箸 薪鷺霞園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 璽圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二⑭xo.o258) ① 53 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 98 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎←③) ④ 99 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの旦璽 (⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
6〈14.6 kg‐C02 個F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰L

(t)
⑩ Dx⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 0‐O 45.00 0.O 0.014 0.O

その他 (LPG) □ kg 16,709,5 50.80 848.8 0.016 50‐7

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0‐O 0.382 0‐O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 125,927.O 9.76 L229.O 0‐382 48.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9.76 qp oo 0‐382 ◎ 00

合 計 ′/// ⑩ 2,077 ‐9 ///′⑩ 98‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,214‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,214‐O / 0.450 1.O

合 計 / ///′⑩ L4

公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 電気 の 、7 道及 び エ フ旭 の z の 、′び こ公′、 水 胆 へ の z こ、′つ ′ 灰 」旦

⑱=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑲=(⑫/LOOO)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A‐501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
↑
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 十条店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 6

事業所等の所在地
T I I 4 O O 3 4 区市町村名馨北区

町名 番 地
以 下

上十条2-24-9

事業所等の延床面積 m.40閣 議 現隻味悪評蛋鷺馨圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 園他者所有 璽
報 告 範 囲 園 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 璽圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 57 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 97 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④=②十③) ④ 98 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤二②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
862‐9 kg‐C02/,,E

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥な 000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩租 )×⑨×‘鱈け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N α.3 21,237‐4 45‐00 955.7 0.014 48‐4

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0-O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他() □ 0.O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの翼電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合姪ぎむ。) □ k職 128,750.O 9‐76 L256.6 0‐382 49.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 @ 0.O

合 計 / ◎ 2,212.3 //// ⑩ 97.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,775‐O / 0‐200 0‐4

公共下水道 □ m3 1,775.O / 0.450 0.8

合 計 / //// q9 1.2

こ公共下水道への排水に伴う- ‘化灰… 出量は※1 竜丸の 用、水旭及びエ フ胆のz の 、′びこ公ハ メ胆への
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

鍵101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

且実績年度の目標達成の状況 IE 目標達成した。 言昌

特記事項に内容を記載



、
′

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 西荻窪南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 7圃

事業所等の所在地
T I 6 7 O O 5 3 区市町村名亜杉並区

町名 番 地
以 下

西荻南 3-9-11 バ・ビル・ボンIF

事業所等の延床面積 99.32k睡筆兎智誓泌奇蛋謡璽闘・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4甑連鎖化事業区分 園圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 60 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 105 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 106 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,057‐I kg‐C02/,,F

燃料等の種卵」
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥ /1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩堪 )x ⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 27,255 ‐8 45.00 1,2265 0.014 62‐1

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 112,776 ‐O 9.76 LIO0‐7 0.382 43.i

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 @ OD 9‐76 凹 OQ 0.382 ③ 0‐0

合 計 / Q9 2,327 ‐2 //// q9 105 ‐I

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,142.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,142.O / 0.450 1.O

合 計 / ///′⑩ 1.4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

医績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載その他



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 阿佐ヶ谷パールセンター店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 8

事業所等の所在地
T I 6 6 O O O 4 区市町村名亜杉並区

町名 番 地
以 下阿佐ヶ谷南 1-48-3

事業所等の延床面積 m.oo隣睡筆兎畿吃蟹駅 蛋鷺圃園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 薗圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑪xo‐o258) ① 52 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 90 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑨
I t

総 計 (④=②+③) ④ 9l t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
818.1 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
③

排出量敷L

(t)
⑩堪 )×⑨×名V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,472 ‐8 45.00 Loll‐3 0.014 51.2

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0-016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 103,625.O 9.76 1,0114 0.382 39‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑩ 0‐ol 9‐76 ⑪ 0O 0‐382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 2,022 ‐7 ///′噂 90‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,211.O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,211‐O / 0.450 1.O

合 計 / //// q9 L4

に公共下水道への排水に伴う二、化灰… 出量は※1 電丸の 、z 胆及び工 水胆のz の 、′びに公ハ z 胆への
⑲ ⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫",000) ×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備
◆

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

遡101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

L実績年度の目標達成の状況 に 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 西池袋1丁目店

事 業 所 番 号 A ‐ O 5 9 6 O O 6 9

事業所等の所在地
T I 7 I O O 2 I 区市町村列豊島区

町名 番 地
以 下西池袋 1-18 一 10 ミラノビル IF

事業所等の延床面積 贈.45閏〆睡筆再雫疾泌許婚箇騒圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 題
報 止 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □ 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 薗圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 48 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩ ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③
I t

総 計 (④:②+③) ④ 84 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
694.8 kg‐C02/,,ご

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
⑩堪 )×⑨×御y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,696‐6 45.00 886.3 0‐oi4 44‐8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0-019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ ◆
0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合ふ含む。) □ k靴 iol,341.O 9‐76 989.1 0‐382 38.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 0.O 9‐76 qy oo 0‐382 ⑭ 00

合 計 / qg l,875.4 //// ⑩ 83.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,863‐O / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 1,863‐O / 0‐450 0‐8

合 計 / //// ⑩ 1.2

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とす



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな肖灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

D1‐04 ェ調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

且実績年度の目標達成の状況 1に 目標達成した。 H

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 葛西臨海公園店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 O

事業所等の所在地
T I 3 4 O O 8 6 区市町村翻江戸川区

町名 番 地
以 下臨海町6-3-4 マリンステージ葛西臨海公園内

事業所等の延床面積 期.oゴ睡筆兎雫稀轡許婚鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 42 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 70 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ 1 t

総 計 (④=②ト③) ④ 71 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
583.3 kg‐C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=13 12,907.7 45.00 580.8 0.014 29.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0-019 0‐O

その他 O □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の翼電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 108,830.O 9.76 1,062‐2 0.382 41.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9.76 qy oo 0‐382 W OO

合 計 / @ 1,643‐O //// ⑩ 71‐O

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,752 ‐O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 1,752‐O / 0.450 0.8

合 計 / ///′◎ 1‐i

※1電気の使用、水道及び工業用水胆の水の使用・′びに公共下z 旭への に、′つ二
⑲=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対 の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

5 提出年度の
目 標 の 有 □ 圃 無

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

ンク [ ‘挙(前年度比 %

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 調布北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 1匿

事業所等の所在地
T I 8 2 O O 2 4 区市町村名圃調布市
町名番 地
以 下布 田 1-39-7 永祥 2ビル IF

事業所等の延床面積 80‐44回 1筆兎畿筆勢蟹 蛋鷺園圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 国
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分国園 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 103 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 1 t

総 計 (④二②+③) ④ 104 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,280.4 kg‐C02/,,ぎ

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑧/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大↓

(t)
⑩奄 )×⑨×‘日け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 29,731.4 45.00 1,337.9 0.014 67.7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0-O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 93,532‐O 9‐76 912.9 0‐382 35.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ⑩ 00 9‐76 ④ 00 0‐382 @ 00

合 計 / ⑧ 2,250.8 //′/ ⑩ 103.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,974‐O / 0‐200 0‐6

公共下水道 □ m3 2,974‐O / 0‐450 1.3

合 計 / //// ⑩ 1.9

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への 水に伴う二‘化灰… 墓は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1

※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)4000 且
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑫△,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施、、況

董実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 "

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
日 標 の 有 無固 有 圏無 1

ベンチマーク区分 1 星ランク CO2削減率 (前年度比1 %

目標直等 (選択) Co排 出量(延床面積当たり冒 lkgco 雇 C 排出量(総量)= lt

その他 特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 恵比寿南店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 3

事業所等の所在地
T I 5 O O O 2 2 区市町村名璽渋谷区

町名 番 地
以 下恵比寿南2-1-8 0T ビル IF

事業所等の延床面積 86.76k唐黍葵宝塚悪評蚤鷺扇圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 彊
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 醤圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④=⑫ト③) ④ 94 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,071‐9 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nn,3 21,563.2 45.00 970.3 0.014 49.1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.0 36.70 0‐O 0‐019 0.O

その他 O □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9-9ワ 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ kwh 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 116,969.O 9.76 1,141 ‐6 0.382 44‐7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ◎ 00

合 計 / 越)2,112.O //// ⑩ 93‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,095‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,095‐O / 0‐450 0‐9

合 計 / //// ⑩ 1‐4

※1電気の使用、水旭及び工業用水旭の水の 用並びに公共下z胆への に、リー
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とす



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施、、況

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無鯉 有 圏無 1

ベンチマーク区分 1 量ランク CO2削減率 (前年度比= %

目標値等 (選択) co排 出量(延床面積当たり= lkgco 雇 co2排出量(総量)- lt

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他 特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 曙橋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 4

事業所等の所在地
T I 6 2 O O 6 5 区市町村名国新宿区

町名 番 地
以 下住吉町8-21 白砂ビル

事業所等の延床面積 m‐50同 筆筆現畿吃驚蟹 薪鷺圃圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 醤
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4風連鎖化事業区分 圏 直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 47 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 81 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 82 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
701.2 kg‐C02/,,E

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩梱 )×⑨×‘日け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,620.7 45‐00 837.9 0‐014 424

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 101,854.O 9.76 994.1 0.382 38‐9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 @ 00

合 計 / ◎ L832 ‐O //// ⑩ 8L3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,809.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 L809‐O / 0‐450 0.8

合 計 / ′/// ⑩ 1‐2

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への z に
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑩=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とす



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 ¥皿 、 ・ の

冒実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 岨

特記事項に内容を記載



その2 じきき)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 小岩北ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 5

事業所等の所在地
T I 3 3 O O 5 7 区市町村糊江戸川区

町名 番 地
以 下

西小岩 1-26-1

事業所等の延床面積 m.68間筆筆算畿窄誓 言蛋鷺圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 閣
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □ 事務所 口 商業施設 (物販). 園 商業施設 (飲食)
口 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 園圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑪xo.o258) ① 5i kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑬ ② 87 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 88 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=③xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
758.6 kg‐C02/,, き

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,661.7 45‐00 794.8 0.014 40.2

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9‐97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 123,317 ‐O 9.76 1,203‐6 0.382 47-1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ OD 9.76 ⑪ 00 0.382 ⑩ OD

合 計 / 噂 1,998 ‐4 ///′⑩ 87‐3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,646.O / .
0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,646‐O / 0‐450 07

合 計 / /′// ⑩ 1.1

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二変化灰… 里は
⑱=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C1oi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止
.

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖 ヒ・ の

=実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

5 提出年度の
目 標 の 有 □ 有 圏 無

ベンチマーク区分

C02 排出量 (延床m

その他

ンク り -率 (前年度比 %

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 後楽園白山通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7

事業所等の所在地
T I I 3 O O 3 3 区市町村名輯文京区

町名 番 地
以 下

本郷 1-20-4

事業所等の延床面積 難.22間〆睡筆兎隻宅繋蟹 蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4間連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:◎xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② lol t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧;⑬)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 102 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量-(⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
813.O kg‐C02/,,ぎ

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩巷 )×⑨×細り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,788-4 45.00 1,070‐5 0.014 54.2

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0‐O 0.019 0‐O

その他 O □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の貿電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 123,314 ‐O 9‐76 1,203.5 0.382 47.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 00 9‐76 ⑩ 00 0‐382 哩 OB

合 計 / ⑩ 2,274.O ′/// ◎ 101.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,220.O / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 2,220.O / 0.450 LO

合 計 / ′/// ⑩ 1‐4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 冒

※2⑪=(都が指定する原単位 x延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo …
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫△ ,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖ヒ支 の

1実績年度の目標達成の状況 題 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 亀有南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 7

事業所等の所在地
T I 2 5 O O 6 I 区市町村紬葛飾区
町名番 地
以 下亀有3-7-11 鞠子運送ビル IF

事業所等の延床面積 服.39MI 筆兎雫堺泌許婚鷺園圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 璽圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

・

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 98 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑧ 1 t

総 計 (④=◎◎) ④ 99 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの且堕 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
775‐3 kg‐C02/,,き

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,170‐2 45.00 907‐7 0.014 45.9

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0‐O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 138,846‐O 9.76 L355‐I 0‐382 53.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑩ 00 0‐382 ◎ 00

合 計 /′′/ q9 2,262 ‐8 //′/ @ 99‐O

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,魯垂7.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,を灯 .O / 0.450 1.I

合 計 / //// ⑩ 1‐6

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰糸 出里は
⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑯;(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

… 重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIO1 ‐ 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

且実績年度の目標達成の状況 =L□目標達成した。 "

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 四谷店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 8

事業所等の所在地
T I 6 O O O O 4 区市町村翻新宿区
町名番 地
以 下四谷 1-5 一 16 佐奈ビル IF

事業所等の延床面積 鞭.42k睡筆兎隻宅蟹箸 蛋禽題圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 彊
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 璽園 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 56 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑨;⑮) ② 97 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 98 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘里*(⑤=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑥
562.5 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量胤
(t)

⑩梱 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,4411‐4 45.00 964‐9 0.014 48‐8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0-O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 O □ 0‐O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
. からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 127,332 ‐O 9.76 L242.8 0.382 48.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ OD 9.76 ⑪ 00 0.382 ◎ 00

合 計 / @ 2,207 ‐6 ///′@ 97‐5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,682‐O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,682‐O / 0.450 1.2

合 計 / //′′⑩ 1‐7

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰… 出量は
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
↑
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況』L□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無i□ 有 圏無 1

ベンチマーク区分 目 墨ランク CO2削減率(前年度比璽 1%ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 府中けやき通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 9

事業所等の所在地
T I 8 3 O O 2 3 区市町村湖府中市

町名 番 地
以 下

宮町 1-1-35

事業所等の延床面積 朋‐37k睡筆兎隻味泌許婚喬FI年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 雷
報 . 告 範 囲 図 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分璽園 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H25‐10/28 閉店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 9l t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④;②+③) ④ 92 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
708‐8 kg‐C02/IIIZ

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(Gの

⑧ ⑥/1(×)0)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太i

(t)
⑩梱 )×⑨×‘My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 26,107.4 45‐00 L174.8 0‐014 59.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

黍
魁虚
丸

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 9‐97 0‐O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0‐O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 84.435.O 9‐76 824.1 0‐382 32‐3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 W OO 9.76 ④ 00 0.382 噂 00

合 計 / ⑭ 1,998.9 //// @ 91.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,629‐O / 0‐200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,629‐O / 0‐450 1-2

合 計 / //// ⑩ 17

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二 !化灰… 出量は
⑲=(⑥",000) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C1oi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

8101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

重実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称焼鳥日高 立川南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 O

事業所等の所在地
T I 9 O O O 2 3 区市町村名璽立川市

町名 番 地
以 下柴崎町3-4-17 岡部ビル IF

事業所等の延床面積 60‐72同 筆筆兎隻喝塾零 蕗鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 麗
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 1胃連鎖化事業区分 圏圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 25 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 40 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ o t

総 計 (④:②十③) ④ 40 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥;②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
658.7 kg‐C02/,,ご

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量瀬
(t)

⑩巻 P×⑨×‘好V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 3,257.6 45‐00 146-6 0.014 7‐4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 86,475.O 9‐76 844.O 0‐382 33.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑩ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 ◎ 00

合 計 ′/// q9 990‐6 //// 噂 40.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,022‐O / 0.200 0-2

公共下水道 □ ms 1,022.O / 0.450 0.5

合 計 / //// ⑩ 07

3 二酸化炭素排出量等の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への 水に伴っ二酸化灰… 墓は
⑲=⑥ /1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=御が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo 且
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖ヒヵ の

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 上石神井南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 I

事業所等の所在地
T I 7 7 O O 4 4 区市町村劉練馬区
町名 番 地
以 下上石神井 1-14-1

事業所等の延床面積 87.79同 筆筆兎等堺轡肝蚤鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ④ 42 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 73 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③:⑩)

③ o t

総 計 (④=②+⑨) ④ 73 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの且墓 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
831.5 kg‐C02/ 江.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃ミ料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量※↓

(t)
⑩-⑧x⑨×‘"豆12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 16,874.9 45.00 759.4 0.014 38.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0,O 9‐28 0.O 0-382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 92,919.O 9.76 906‐9 0.382 35‐5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ② 00 9.76 Qy oo 0‐382 @ QO

合 計 / ⑩ 1,666.3 //// ⑩ 73‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,512.O / 0‐200 0.3

公共下水道 □ m3 1,512‐O / 0‐450 0‐7

合 計 / /′// ◎ 1‐O

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫ /1,000)×⑨とする



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな肖灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1蔓

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 南池袋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 3

事業所等の所在地
T I 7 I O O 2 2 区市町村名園豊島区

町名 番 地
以 下南池袋 1-18-23 ルックハイツ池袋A館 201 号

事業所等の延床面積 75.9lk唐黍兎畿変蟹蟹 蚤禽FI年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 図 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 鼠圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H25‐10/27 閉店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo‐o258) ① 24 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 42 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ o t

総 計 (④;◎ト③) ④ 42 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
553‐2 kg‐C02/,,ぎ

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
⑩堪 )×⑨×{MV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 9,359.2 45.00 421‐2 0‐014 21‐3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間(8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 55,794.O 9.76 544-5 0‐382 2L3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ⑩ 00 9‐76 ⑭ 00 0‐382 ⑩ OD

合 計 / 凶 965‐7 ///′◎ 42‐6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 994.O / 0.200 0.2

公共下水道 □ m3 994‐O / 0.450 0‐4

合 計 / //′′噂 OB

こ伴う二酸化炭素排出量は※1 竃丸の 用、水旭及び工 z 胆のz の 、′びに公ハ フ胆への z こ、リニ 灰… 里
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 昌
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

冨実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 』1

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 新宿3丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 4鴎

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 2 区市町村名璽新宿区

町名 番 地
以 下新宿3-8-9 平生ビル IF

事業所等の延床面積 77.ol同 筆筆兎隻李蟹蟹 蛋鷺頴圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圏連鎖化事業区分 国圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩) ② 87 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 88 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (◎二② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑤
L129‐7 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑧/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑱堪 )×⑨×廻り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,295‐9 45.00 823.3 0.014 41.7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 120,027 ‐O 9.76 1,171 ‐5 0.382 459

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 ◎ 0‐0

合 計 / ⑩ 1,994.8 ///′⑩ 87‐5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,788.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1、788 ‐O / 0.450 0.8

合 計 / //// ⑩ 1‐2

こ公共下水道への排水に伴う二 化灰 、 出※ 1‐豊熟の

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫;(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 "

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 笹塚観音通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 5

事業所等の所在地
T I 5 I O O 7 3 区市町村湖渋谷区

町名 番 地
以 下笹塚 1-22-5 笹塚 IM ビル IF

事業所等の延床面積 76.oゴ唐黍兎雫塑塾蟹 奇麗璽璽・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4雷連鎖化事業区分撰圏 直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:◎xo‐o258) ① 43 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 75 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑮)

③ i t

総 計 (④=②+③) ④ 76 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの目里-(⑤;② x looo/事業所等の延床面積)

⑤
985‐8 kg‐C02/,,ご

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量敷L

(t)
⑩奄 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 16,857.5 45.00 758.6 0.014 38.4

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買灘電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の国電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 96,351.O 9‐76 940.4 0.382 36‐8

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 W OO 0.382 ⑩ 00

合 計 //// 凹 1,699.0 ′/// ⑩ 75.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,8320 / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 1,832‐O / 0‐450 0.8

合 計 / ///′⑩ 1‐2

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水廻への排水に伴う二酸化灰… 出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫ ⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む の係数)×1,000⑱ ⑫/1,000)×⑨とする,



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 三軒茶屋茶沢通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 6甑

事業所等の所在地
T I 5 4 O O O 4 区市町村名彊世田谷区

町名 番 地
以 下

太子堂 4‐ 24 一 15

事業所等の延床面積 翻‐7 ゴ唐黍兎畿響塾蟹 蛋鷺璽園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 翻商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4霊連鎖化事業区分題圏 直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:⑭xo‐o258) ① 68 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 120 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑲)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 122 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
806.9 kg‐C02/韮F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑬巷 D×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 33,016 ‐1 45.00 1,485‐7 0.014 75‐2

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 00

その他 (灯油) □ L 0‐O 36-ワ○ 0.O 0‐019 0‐O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0‐382 , 0‐O

その他の貿電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 117,977 ‐O 9‐76 1,151.5 0.382 45‐1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 0.0 書 9-76 ⑩ 00 0‐382 @ 00

合 計 / 凹 2,637.2 //// ⑩ 120‐2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,095.O / 0.200 0.6

公共下水道 □ m3 3,095‐O / 0.450 1‐4

合 計 / ///′⑩ 20

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫ /1,000)×⑨とす



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づ〈把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 妾希、日 玄 の

区績年度の目標達成の状況 1且□目標達成した。 1=

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 神田南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 7

事業所等の所在地
T I O I O O 4 4 区市町村名璽千代田区

町名番 地
以 下鍛冶町2-1-14 赤尾興産ビル IF

事業所等の延床面積 岬.85図 1筆兎畿窄蟹覇 蛋喬ド・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 冒圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②こ⑩) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 95 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
855-7 kg‐C02/遅F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰L

(t)
⑩堪 )×⑨×名y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,163.5 45.00 997‐4 0.014 50‐5

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0‐O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0-382 0.O

その他の頃電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 116,006 ‐O 9‐76 1,132‐2 0.382 44.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 2,129.6 //// ⑩ 94‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,456.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,456.O / 0.450 1.I

合 計 / ///′⑩ 1.6

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭…排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑫/1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

.

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 "

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 大岡山店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 8間

事業所等の所在地
T I 4 5 O O 6 2 区市町村袖大田区

町名 番 地
以 下北千束 1-44-1

事業所等の延床面積 75.oo図 1豪勇等堺署奇蛋鷺圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 擾
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分璽園 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

、 概}

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 42 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑩) ② 73 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ i t

総 計 (④=⑨十③) ④ 74 t .

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (⑤=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑤
973.3 kg‐C02/,,F

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷1

(t)
⑬梱 )×⑨×‘図け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,556‐4 45.00 790-O 0‐014 4QO

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 88、836.O 9‐76 867.O 0‐382 33‐9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 ② 00 9.76 qy oo 0‐382 ⑩ 00

合 計 / @ 1,657 ‐I //// ◎ 73.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,728.O / 0-200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,728‐O / 0‐450 0.8

合 計 / //// ⑩ 1.1

一酸化炭素移出量は※1 竜丸の 用、水胆及び工 z 道の の 、′びに公ノ、 胆への z こ、リニ 灰糸 ‘甚

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 言
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 畳

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

Cio9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

避101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 1摂 目標達成した。 ー1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 青砥店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O o 8 9璽

事業所等の所在地
T I 2 5 O O 6E 区市町村名璽葛飾区

町名 番 地
以 下

青戸 3-37-2

事業所等の延床面積 92.76同 筆筆兎亀窄誓 許婚鷺璽圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 49 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑮) ② 85 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎⑨ ) ④ 86 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘堕 (⑤:②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
916.3 kg‐C02/,,F

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

. 燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩堪 )×⑨×‘Hけ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 19,220.O 45.00 864.9 0.014 43.8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 109,013 ‐O 9‐76 1,064.O 0‐382 41.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ◎ 00 9‐76 @ 00 0‐382 ⑩ 00

合 計 ′/// 凶 1,928,9 //// ⑮ . 85.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,759.O / 0-200 0.4

公共下水道 □ m3 1,759.O / 0.450 0.8

合 計 / //// ⑩ iュ

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への E水に伴う二酸化′3 出ーは
⑲=(⑥/LOOO)×⑨とする。 蔓

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 蓋
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施、、況

墓実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =騒

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 五反野店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 O

事業所等の所在地
T I 2 O O O I 5 区市町村名圃足立区

町名番 地
以 下足立 3-34 一 5 島田ビル IF

事業所等の延床面積 鵬.96同筆筆現隻塑塾蟹 蚤鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の「部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4題連鎖化事業区分璽園 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 105 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ l t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 106 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
990.9 kg‐C02/立F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大L

(t)
⑩梱 )×⑨×‘"U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 33,542‐9 45.00 1,509‐4 0.014 76.4

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0‐O 0.019 0.O

その他 O □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 77,163.O 9.76 753.I 0.382 29.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9‐76 ⑭ OD 0.382 ⑩ 00

合 計 ′//′⑪ 2,2625 //// ◎ 105-9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,239.O / 0‐200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,239.O / 0.450 1.O

合 計 / //// ⑩ 15

3 一 w 、 里▲ の

こ公共下水旭への排水に伴う二※1 電気の 、z 旭及び工 z 道の の 、′びに公ハ z 旭への z( こ、′フ- ‘ 灰爪 里

⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。 塁
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

昌実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1言

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 国分寺南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 I

事業所等の所在地
T I 8 5 O O 2 I 区市町村名園国分寺市

町名 番 地
以 下

南町 3-18-2 川端ビル IF

事業所等の延床面積 72.60k堅筆兎宝塚轡許婚鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 醒圏 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑩xo.o258) ① 41 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 7ヱ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑨ 1 t

総 計 (④=②十⑧) ④ 72 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
977.9 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量敷l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 15,950.8 45.00 717‐8 0.014 36.3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0‐oi9 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 92,820.O 9‐76 905.9 0.382 35‐5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 o.382- ⑩ 0.O

合 計 / @ L623.7 //′′◎ 71.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,970.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,970.O / 0.450 0.9

合 計 / //// ⑩ 1‐3

の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/LOOO)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO 冒
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑫/LOOO)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

=実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1璽

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 北千住ミノレディス店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9

事業所等の所在地
T I 2 O O O 3 4 区市町村名圃足立区

町名 番 地
以 下

千住3-92 北千住マルイフードコート内

事業所等の延床面積 60吋〆唐黍兎隻喝響覇蛋鷺FI年度分 圏・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 騒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐1月 4 閉店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 15 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑮) ② 27 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ O t

総 計 (④=◎⑨ ) ④ 27 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
匁製8‐8 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

③ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 87052‐2 45.00 362‐4 0.014 18‐3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0‐O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 24,723‐O 9‐76 2413 0‐382 9‐4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 0‐0 9‐76 ⑪ 00 0‐382 W OO

合 計 / ◎ 603.6 //// ⑩ 27.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 696.O / 0.200 0.1

公共下水道 □ m3 696.O / 0‐450 0.3

合 計 / ′/// ⑩ 05

※1電気の使用、水胆及び工業用水胆の水の 用・′びに公共下z 道への 7 に、′つ二酸 灰… 重るゴ
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO I
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑬ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルタ」の清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列空番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 京成立石店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 3

事業所等の所在地
T I 2 4 O O I 2 区市町村名璽葛飾区
町名 番 地
以 下

立石 4-26 一 10 平井ビル 1・2F

事業所等の延床面積 閉‐29璽ゴ睡筆兎隻宅蟹零 蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 璽他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 50 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑧) ④ 89 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの星【(⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
640.9 kg‐C02/江F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩巷 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,921.3 45.00 1,031.5 0.014 52.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 95,523‐O 9‐76 932.3 0‐382 36.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 W OO

合 計 / ◎ 1,963.8 ///′ @ 88.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,520‐O / 0.200 05
公共下水道 □ m3 2,520‐O / 0‐450 1.I

合 計 / ///′⑩ 1.6

※1電気の使用、水胆及び工業用水道の水の 用、′びに公共下水旭への z に、リニ酸化灰… 里は
⑲=(⑥/LOOO)×⑨とする。 冒

※2⑪=(都が指定する原単位 X延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 塁
⑫ ⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む の係数)×1,000⑬ ⑫/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

1

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

冠101 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 短 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列生き唇



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 旗の台店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 4

事業所等の所在地
T I 4 2 O O 6 4 区市町村名圃品川区

町名 番 地
以 下

旗の台2-7-6

事業所等の延床面積 m7 〆唐黍現隻宅塾誓 薪題甑圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圏
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4蟹連鎖化事業区分 圃圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 47 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 81 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③
I t

総 計 (④;②十③) ④ 82 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤二②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
687.7 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※1

(t)
⑩4) ×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 17,731.3 45.00 797‐9 0.014 40‐4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 O □ 0‐O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合凝 ;む。) □ k靴 108,181.O 9.76 1,055.8 0.382 41.3

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 ⑭ 00 0‐382 ⑩ 00

合 計 / ◎ 1,853‐8 //// ◎ 81‐7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,618‐O / 0‐200 0.3

公共下水道 □ m3 1,618.O / 0.450 0-7

合 計 / //// 魅) 1.1

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑬ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列名器)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

弱101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

塾実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 小岩南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 5

事業所等の所在地
T I 3 3 O O 5 6 区市町村名璽江戸川区

町名 番地
以 下南小岩 7-23-9 第 1島田ビル IF

事業所等の延床面積 46‐3・同 1筆兎畿窄塾箸 蛋鷺醒圏・年度分 □1年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 40 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量◎二⑩) ② 72 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③:⑮)

③ ヱ t

総 計 (④:◎ト③) ④ 73 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤ニ②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
1,554.7 kg-C02 αエー2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥ノ1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷L

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,452 ‐5 45.00 920‐4 0.014 46.6

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 67,049‐O 9.76 654.4 0‐382 25.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑭ 0‐0 0‐382 ◎ 00

合 計 / Q9 1,574.8 //// ◎ 72.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,822.O / 0.200 0-4

公共下水道 □ m3 1,822-O / 0-450 0‐8

合 計 / //// ◎ 1‐2

に公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1 電気の 、7 胆及び工 z 胆の z の 、′びに公′、 z 胆への z こ、っ- 灰… 里

@ (⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 珍弐日 、 支 の

1実績年度の目標達成の状況 H□ 目標達成した。 聾

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列名器)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 平井南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 6

事業所等の所在地
T I 3 2 O O 3 5 区市町村名璽江戸川区

町名番 地
以 下

平井 3-30-6

事業所等の延床面積 m30 同筆筆現望宅篭覇 蛋鷺醒圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 霊他者所有 園
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4霞連鎖化事業区分璽圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④=②+③) ④ 89 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
860-2 kg‐C02/虻F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘図け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 2L666.6 45-00 975.O 0.014 49.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 00 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合昨 ;む。) □ k靴 103,587 ‐O 9.76 1,011‐O 0.382 39‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ OD 9.76 ⑪ 00 0‐382 ◎ QO

合 計 / 麹 1,986.O ///′⑩ 88.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,591.O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,591.O / 0‐450 0.7

合 計 / ///′睡) 1.O

こ公共下水胆への排水に伴う二酸化灰ジ 出※1 亀丸の 用、z 道及び工 z 道のz の ・′びに公 /、 z 坦への

⑩=(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
.

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

.

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 珍 日 、 玄 の

且実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称焼鳥日高 平井北口駅前ビル店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 7

事業所等の所在地
T O 3 2 O O 3 5 区市町村名璽江戸川区

町名 番地
以 下平井 5-15-8 平井駅前ビル IF

事業所等の延床面積 66‐oo開 署筆現峯宅誓 許婚題璽園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 国
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 1園連鎖化事業区分 園圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo,o258) ① 21 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 33 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ o t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 33 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
500.O kg‐C02/,,ぎ

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥な 000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩堪 )×⑨×‘日リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 2,204.9 45‐00 99.2 0.014 5.O

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 73,384.O 9.76 716‐2 0.382 28‐O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 815.5 //// @ 33.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 800.O / 0.200 0.2

公共下水道 □ m3 800‐O / 0‐450 0‐4

合 計 / ′/// ⑩ 05

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 董

※2⑪ 都が指定する原単位×延床面積 X事業所等の総稼働時間)/Looo 冒
⑬=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩;(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 膿 目標達成した。 1=

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 日暮里東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 8圃

事業所等の所在地
T I I 6 O O I 3 区市町村名彊荒川区
町名 番地
以 下

西 日暮里 2-25-1 ステーションガーデンタワー 310

事業所等の延床面積 難.・ 11筆現雫窄繋讐 蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 阻
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 園圃直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 39 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 67 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ O t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 67 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
643‐1 kg‐C02 々x

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

蕩E出量太L

(t)
⑪-⑧×⑨×名V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 14,432.2 45.00 649‐4 0.014 32.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 89,887.O 9.76 877.3 0.382 34.3

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 鳴i o.O

合 計 //// 噂 1,526 ‐7 ///′⑩ 67‐2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 17393‐O / 0‐200 0.3

公共下水道 □ m3 1,393.O / 0-450 0.6

合 計 / /′/′◎ 09

3 一 ろ w 、 里▲ の

こ公共下水道への排水に伴う二酸化灰小 出量は※1 講丸の 、z 胆及び工 z 旭の z の 、′びに公′、 z 旭への

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする,

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ支 の

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称来来軒 立川柴崎町店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 9

事業所等の所在地
T I 9 O O O 2 3 区市町村刻立川市

町名 番 地
以 下柴崎町2-2-26

事業所等の延床面積 99.63図 1豪勇智堺轡許婚禽園圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 園他者所有 冒
報 告 範 囲 圃 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7コ6 2 4馨連鎖化事業区分 園圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H25‐5/21 閉店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo-o258) ① 7 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 13 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ o t

総 計 (④;②十⑧) ④ 13 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量【(◎=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤ 1304 kg‐C02/立ぎ

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑪*③×⑨×弱り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 3,813.5 45‐00 171.6 0.014 8.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kt恥 12,463.O 9.76 121.6 0-382 4.8

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 ② 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / ◎ 293‐2 ′/// ⑩ 13.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 345-O / 0.200 0.1

公共下水道 □ m3 345.O / 0.450 0.2

合 計 / //// 蝦 02

3 二 z、ヒ火 、 出 量 の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への 水に
⑩ ⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑲=(⑫/1,000)×⑨とする,

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止 ▲

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検
・

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒま の

晋実績年度の日標達成の状況 ー□ 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 大塚北ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O O

事業所等の所在地
T i 7 O O O I 4 区市町村糊豊島区
町名 番 地
以 下

北大塚 2-12-4

事業所等の延床面積 73.20図 1筆現智罫轡許婚簡』・年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 擾
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 塑圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 43 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 75 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④:◎⑥ ) ④ 76 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
Lo24 ‐5 kg‐C02/韮F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×廻り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,204.5 45‐00 774.2 0.014 39.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買穴電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

そのf也の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 94,386 ‐O 9.76 921‐2 0.382 36‐1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 0‐0 9.76 QP OO 0‐382 ⑩ OD

合 計 / @ .,695.4 ///′⑩ 75.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 L675.O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,675.O / 0.450 0.8

合 計 //// ⑩ 1.1

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への 水に伴フ二酸化灰… 霊は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑬=(⑬/1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 1に 目標達成した。 1量

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4三番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 駒込東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O I

事業所等の所在地
T I 7 O O O O 3 区市町村名国豊島区

町名 番 地
以 下

駒込 2-15-7 地ビル大 IF

事業所等の延床面積 99.oo同 筆筆現隻宅炉 奇蛋篤璽圏・年度分 □・年未滴
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4馨連鎖化事業区分 閏圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 45 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 79 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 80 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 '(⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
797.9 kg‐C02/,,F

燃茅平等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥ノ1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷L

(t)
⑩堪 )×⑨×禦げ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,714 ‐4 45‐00 932‐1 0.014 47‐2

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9-97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0-O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む,) □ k職 85,776.O 9‐76 837.2 0.382 32.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ④ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / 凹 1,ワ69.3 ′/′/ ⑮ 79‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,767‐O / 0‐200 0‐4

公共下水道 □ m3 1,767‐O / 0‐450 0‐8

合 計 //// ///′◎ 1.1

3 ニ ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑱=(⑫/LOOO)×⑨とする

(日本工業規格A列4三番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

Di04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

昌実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 中村橋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O 2

事業所等の所在地
T I 7 6 O O 2 3 区市町村劉練馬区
町名 番 地
以 下

中村北 3-23-5 NG‐ビル IF

事業所等の延床面積 醐‐8『〆睡筆兎竜喝蟹覇 蛋禽璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 園他者所有
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醒連鎖化事業区分 霊園 直営店 □ 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo-o258) ① 56 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ i t

総 計 (④=②+③) ④ 95 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
932‐5 kg‐C02/,,き

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量太L

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,387.7 45.00 827.4 0.014 41.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0-O 36.70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () 口 ・ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9‐28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合ぞ咋;む。) □ k職 138,5i75.○ 9.76 1,352-5 0‐382 52.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh @ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 @ 00

合 計 / ⑩ 2,179.9 /′′/ @ 94.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,897‐O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 L897‐O / 0.450 0‐9

合 計 / ///′⑩ 1‐2

3 二 競′素 E出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位 x延床面積 x事業所等の総稼働時間)/Looo l
⑬=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

医績年度の目標達成の状況 "□目標達成した。 ==

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 目白店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O 3

事業所等の所在地
T I 7 I O O 3 I 区市町村列豊島区

町名 番 地
以 下

目 白 3ー 5-11

事業所等の延床面積 弼.・9醤〆睡筆要望を想 奇蛋禽橿圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 囲商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 園圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 84 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

⑨ O t

総 計 (④=②十③) ④ 84 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
4714 kg‐C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩4) ×⑨×‘紳U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 0.O 45.00 0‐O 0.014 0.O

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 220,895.O 9.76 2,155‐9 0‐382 844

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ OD 9.76 QP OO 0.382 噂 00

合 計 / Q9 2,155.9 //// ⑩ 84.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 L399.O / 0.200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,399‐O / 0‐450 0‐6

合 計 / //′/ ⑩ 09

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への z に、つ二
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑬ /1,000)×⑨とす

(日本工業規格A列委さ酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ対 の

星実績年度の目標達成の状お可 に 目標達成した。 1畳

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



の 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 経堂農大通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O 4

事業所等の所在地
T I 5 6 O O 5 2 区市町村名圃世田谷区

町名番 地
以 下経堂 1-21-21 ショップ経堂 103 号

事業所等の延床面積 64.80陸唐黍兎害寡馨奇蛋鷺園圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4薗連鎖化事業区分 圏 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:⑭xo.o258) ① 46 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 77 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ 1 t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 78 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (⑤;② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑥
1,188.2 kg‐C02 な,F

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 13,128.1 45‐00 590.8 0‐014 29.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 123,623 ‐O 9‐76 1,206‐6 0.382 47.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合 計 / @ 1,797.3 //// @ 77.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,585‐O / 0‐200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,585‐O / 0‐450 0.7

合 計 / //// Q9 1.O

二酸ヒ炭素排出量等の内訳3

※1電気の使用、水道及び工業用水胆の水の使用並びに公共下水胆への z に、リニ イ灰 、 軍帽
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 昌
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 大久保北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O

事業所等の所在地
T I 6 9 O O 7 3 区市町村湖新宿区
町名 番 地
以 下百人町 1-19-14 大久保駅前ビル

事業所等の延床面積 81.44同 筆筆兎畿変蟹菅 蛋鷺璽園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎ xo.o258) ① 46 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 78 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ o t

総 計 (④;②十③) ④ 78 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
957-7 kg‐CO 〆,.ご

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量敷l

(t)
⑩梱 )×⑨×響け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 16,299.7 45.00 733.5 0‐014 37.1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 107,850.O 9‐76 1,052.6 0.382 41.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ⑩ OD

合 計 / ⑭ 1,786‐I //// 凹 78.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ 3m L504‐O / 0-200 0.3

公共下水道 □ m3 1.504.O / 0.450 0.7

合 計 / /′/′⑩ LO

3 ニ ヒ影 打 量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への z に、リニ
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑲=(⑫/1,000)×⑨とする

日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

竃実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 劃

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 三鷹北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O 6

事業所等の所在地
T I 8 O O O O 6 区市町村名璽武蔵野市
町名 番地
以 下 中町 1-17-3 TBS ビル IF

事業所等の延床面積 72.oo国 字筆要望宅蟹蟹 蚤題圏圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 47 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 82 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑩)

③
I t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 83 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (◎=②xlooo/事業所等の延床面積)

③
1,138‐8 kg‐C02/ 韮

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※1

(t)
⑩堪 )×⑨×御y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,289‐6 45.00 868‐O 0‐014 43‐9

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0‐oi6 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0.oi9 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 101,098.O 9.76 9867 0.382 38.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 qy oo 0-382 ⑩ 0‐0

合 計 / ⑩ 1,854.7 ///′⑩ 82.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,691‐O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,691‐O / 0.450 0.8

合 計 / //// ◎ .‐1

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)
▲

萱実績年度の目標達成の状況ーー□ 日標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 秋葉原駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O 7

事業所等の所在地
T I O I O O 2 3 区市町村鋤千代田区

町名 番 地
以 下神田松永町4-7 EIWA 秋葉原ビル

事業所等の延床面積 眺‐oo同 筆筆現隻塑轡 落雷鷺馨圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4劉連鎖化事業区分醒圏 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 64 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 109 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 110 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤ .

550-5 kg‐C02 左.F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数

⑨

排出量大L

(t)
⑬堪 )×⑨×‘日け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,738.6 45‐00 1,113.2 0.014 56.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kV恥 0‐O 9.97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 140,305‐O 9.76 1,369‐4 0.382 53‐6

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ② OD 9.76 QP OO 0.382 ⑩ 00

合 計 / q9 2,凄 32‐6 //// 噂 109.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,664‐O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,664.O / 0.450 1.2

合 計 / //// ◎ 1.7

※1電気の使用、水道及び工業用水旭の水の 用並びに公共下水胆への 水に伴っ二酸化」′ダ、 里は
⑩=⑥ /LOOO)×⑨とする。 1

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 =
⑬=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする,



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

国実績年度の目標達成の状況 =恒 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 ひばりヶ丘北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O 8

事業所等の所在地
T 2 O 2 O O O 2 区市町村名璽西東京市

町名 番地
以 下ひばりヶ丘北 3-3-14 森 田ビル IF

事業所等の延床面積 m‐52同 1筆現隻宅繋蟹 蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 閏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 冒圏 直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 5Q kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 86 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 87 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥;②xlooQ/事業所等の延床面積)

⑤
847.1 kg-C02/ 江F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩巻 )×⑨×細り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,300‐2 45.00 868-5 0-014 43.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 111,036.O 9.76 L083‐7 0.382 42.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合 計 / q9 1,952 ‐2 ///′⑩ 86‐4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,616‐O / 0‐200 05

公共下水道 □ m3 2,616‐O / 0‐450 1.2

合 計 / //// ⑩ 1.7

※1 電気の 、z 胆及び工 z 旭のz の 、′びに公′、下z 旭への z に、リニ 灰 、 ;副

⑩=⑥ /LOOO) ×⑨とする。 琶
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO I

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする

日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
↑
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温援化対 の 状況

且実績年度の目標達成の状況 短 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 巣鴨北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I O 9

事業所等の所在地
T I 7 O O O O 2 区市町村名璽豊島区

町名 番 地
以 下

巣鴨 2-3-10 森川第一ビル IF・B

事業所等の延床面積 醗.36回筆筆兎隻窄塾蟹 蛋鷺璽圏・年度分 □1年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 薗圏 直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

・

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 84 kl

二酸化炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② ヱ45 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 147 t

二酸化炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
990‐7 kgC02/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩堪 )×⑨×{"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N α.3 33,785-5 45.00 1,520‐3 0‐oi4 76.9

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 178,236 ‐O 9.76 1,739.6 0. 82 68.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0. 382 ◎ 00

合 計 / ⑩ 3,259.9 //′/ ⑩ 145‐O

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,845‐O / 0.200 0‐8

公共下水道 □ m3 3,845‐O / 0‐450 1‐7

合 計 / ///′◎ 25

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への排水に伴う二酸化灰・、 出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ ",000) ×⑨とする

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 . 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 芳・ 、 ・ の

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)


